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１．はじめに

　本文では2017（平成29）年にいしかり砂丘の風
資料館に寄贈された，旧安瀬神社奉納物について
紹介する．「安瀬」は現在の石狩市厚田区に所在
する地名である．
　 石狩市厚田区は，石狩市の中部に位置する．厚
田は，7000年程前から人が住み始めたとされる住
居跡や石器，土器が見つかっている．近世から近
代にかけては鰊等の漁場として栄え，江戸時代に
は松前藩によって，アツタ場所が開かれていた．
1869（明治２）年に広域行政区画が置かれた際
に，石狩国厚田郡となり，1902（明治35）年の二
級町村制施行で厚田村となった．そして，平成17
（2005）年に当時の石狩市，浜益村と合併し，現
在の石狩市厚田区となった（石狩町編，1972；石
狩町編，1985；谷内ほか，1969）．
　 安瀬は厚田区の北西部に位置する．安瀬は海岸
が断崖絶壁という地形的特徴から不便も多く，安
政年間に開削されて以降，人々が定住するように
なったとされる（河野常吉ほか編，1987）明治初
年から安瀬村と称する村であったが，1902（明治
35）年に二級町村制施行後は厚田村内の字名とな
り，石狩市・厚田村・浜益村の合併後は現在の石
狩市厚田区安瀬という地名となった（平凡社地方
資料センター編，2003）．

２．旧安瀬神社について

　 安瀬神社は現在の北海道石狩市厚田区安瀬に所
在した神社である（図１，表１）．1830（天保
元）年に厚田場所請負人の平田與左右衛門によっ
て創立されたとされる．当初は社格も定められて
おらず，1875（明治８）年に村社と公称するよう
になった．しかし，1911（明治44）年３月３日に
は合祀の出願がされ，1912（明治45）年２月３日
付で厚田神社へ合祀された．合祀後公的な神社で
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図１．安瀬神社所在地．



なくなった後も未公認神社として2006（平成18）
年まで地元住人の心のよりどころとして親しま
れ，社殿も保全されていたが，現在は廃社となっ
ている．

３．旧安瀬神社奉納物

　 本文では合祀後も社殿や管理者であった中井照
正氏の元で保存されていた安瀬神社の奉納物全７
点を紹介する（表２）．安瀬神社の祭神であった
保食神に関するご神体や祭祀に直接関わるものは

合祀に伴い厚田神社へと移されたため，安瀬神社
に残されたものは絵馬や扁額を中心としたもので
ある．なお手水鉢といった社殿の外に置かれたも
のは今回取り上げないものとする．また，同一種
類の奉納物が複数存在するため，番号で区別し，
表内では題材の特徴を記した．文字が記されてい
るものはその読みを記載するが，判読不明箇所に
ついては■とした．
　 奉納物には奉納者の記載が確認できるものがあ
るが，安瀬村内での役割や安瀬神社との関連性は
特定できていない．
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名称 安瀬神社
所在地 石狩市厚田区安瀬９番地３
創祀年 1830（天保元）年
創立者（請願者） 平田與左右衛門（厚田場所請負人）
祭神 保食神
旧社格 村社
例祭日 ８月15日
合祀日 1912（明治45）年２月３日
合祀先 厚田神社

表１．旧安瀬神社の情報．

（石狩市郷土研究会 石狩の碑厚田区編調査編集委員会，2012；北海道神社庁誌編輯委員会編，1999）

番号 資料名 題材 縦（高さ） 横（幅） 厚さ

（１） 棟札 94.4 29.3 1.1

（２） 絵馬① 人物二人 76.8 101.4 3.0

（３） 絵馬② 天狗他 66.4 121.5 3.0

（４） 絵馬③ 白馬 31.5 39.8 3.0

（５） 扁額① 厳島郡 37.8 54.5 3.0

（６） 扁額② 豊玉神社 43.0 84.0 4.5

（７） 扁額③ 皇室 64.8 49.4 3.2

表２．奉納物の計測値（cm）



（１）棟札

　 棟札といわれるもので，建築物の創建・修理に
際して，木札等に記録を残し，棟や梁に打ち付け
たものである．この棟札は安瀬村で行われた遷宮
の際のものである．なお，安瀬神社の遷宮に関し
ては，石狩市内で公的な記録は残されていない
（写真１）．
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写真１．棟札．Ａ：表面，Ｂ：裏面．

Ａ Ｂ



（２）絵馬①

　 二人の人物が描かれた絵馬
である．右の人物の胸部には
源氏の家紋として知られる笹
竜胆，左の人物の胸部には輪
宝紋とみられる紋様が記され
ており，源義経と武蔵坊弁慶
を描いたものと考えられる．
枠には「明治十七年六月一日　
献主池田米吉」と記されてい
る（写真２）．

（３）絵馬②

　 中心に一人の人物がおり，
その周囲に四人の天狗が描か
れている．中心の人物の左袖
に笹竜胆の紋様が見えること
から，牛若丸（源義経）と天
狗の鞍馬山での一場面を描い
たものと考えられる．中央上
部に「前」という漢字が書か
れているが，その前後が消え
ており判別することができな
い（写真３）．

（４）絵馬③

　 富士山とみられる山を背景
に大きく白馬が描かれた絵馬
である．一部判別することが
できないが，「奉納　 ■■年
七月廿二日　 ■田宗吉」と記
されている（写真４）．
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写真２．絵馬①．

写真３．絵馬②．

写真４．絵馬③．



（５）扁額①

　 「厳島郡」と書かれた扁額である．裏面には
「于時明治二拾歳六月　 願主　 厚田郡安瀬村有者　
平田福三郎　敬白」と記載されている（写真５）．

（６）扁額②

　 「奉納　 豊玉神社」と書かれた扁額である．左
下に「大和喜代秋」と記されている．豊玉神社は
豊玉姫を祀った神社の一つと考えられる．豊玉姫
は海に関する神として知られており，同じく漁業
で栄えた厚田地域，安瀬神社及び地域住民に信仰
されたと推測される（写真６）．

（７）扁額③

　 皇室御尊影の一種と考えられる．判別可能な部
分の文字を見ると上部が「一統御尊」下部が「■
天皇■・泰宮内■・光宮■・皇太子殿下・皇太子
妃殿下・常宮内親■」と記されている．枠には
「明治三拾八年六月二拾七日奉納　 加藤長治郎」
と記されている（写真７）．
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写真５．扁額①．上：表面，下：裏面．
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